





































































































を描出することが、日本の近代小説の主題であるとされてきた。しかし、その〈近代的自我〉とはいったいどこに在るのか。従来の議論（とりあえずテクスト論 登場以前）では、それ 自明 存在として私たちの外部に位置付け、それを日本の〈近代小説〉がいかに探求し、どのように描き出してい を解 するこ に主眼が置かれていたように思われる。
　しかし前稿で確認したように、 〈近代的自我〉あるいは
それと対を成す〈他者〉の概念及び〈他者認識〉さえも、田中実氏のいう〈客体そのも 〉が、私たちの意識に映じた〈客体（そ もの）の影〉な である。このことを基盤



















が色濃く行われ、 〔中略〕男と女の原像的光景をありありと描き出す道だけは回避しようとしてきた跡が歴然と見て れる。 〔中略〕
　男と言う支配的な他者にその自我を封じ込められる
中で、冷徹な観察者として鍛え上げてきた女性のリアリズムの目には、近代の男性文学を特徴づけるこのような女への幻想と女からの逃避による救済図絵は、 〔中略〕ながい歴史 時間にわたって描かれつづ 、蓄積された、 〈女という夢〉の分厚い文化 テキストに、女性もまたその内面を呪縛され みずからを表現しようとした女たちもまた、そのテキストの中心に据えられた〈女というメタフォア〉に頼ってみずからの内面風景を描いてきたのである。
（ 「他者の発見と回避」 　『物語と反物語の風景 　
文学と女性の想像力』一九九三年十二月 　田畑書店）
　男性の描き出した〈幻の女性像〉に呪縛されて、みずか




～五四年） 、 『千羽鶴』 （一九四九～五一年）など、川端康成の小説の男たちもまた、セクシュアリティをのみ備えた理想の〈女〉を求めて、家庭の外へと放浪するのだが、その〈女〉は家庭の中だけでなく、すでにこの世にはいない、 失われた夢 の 〈女〉 である。 〈女〉を求めるとき、彼らは自分の内面風景を夢みている。
―.3.―
近代日本文学研究上の課題と第三項論の意義に関する私論（二）




















川端の小説に登場する女性たちは、現実とは離れた別世界に住んでいると言っておいてよいだろう。ただしこの柄谷の発言には、 〈近代小説〉をめぐる重要な問題が含まれている。それは柄谷の言う「 「他者」 」の概念定義、あるいは「 「他者」に出会っていない」ということがいかなることなのか、ということであり、それは〈近代小説〉成立の根幹にもか わる重要な問題でもある。
　柄谷は〈他者〉をどのようなものとして定義しているの
か。単に〈自己〉以外 存在、 る は〈自己の外側に存在するもの〉という意味な か。はたまた 未知の存在〉という意味合いなのだろうか。いず せよ「 「他者」 」の内実は詳述されて 。さらに引用部分後段 、 「 『雪国』とは、他者にけっし 出会わないようにするために作り出された「他の世界」である。ここでは歴史的文脈さえ消されている」という言辞においても、 「雪国」 物語空間がどのように〈他者〉を排除して るのかと う仕組み つ
いての具体的な説明を欠いている。
　前稿（本誌第二十五号 　二〇一五年三月）でもみたよう















出会わないようにするために作り出された「他の世界」である」としたのであるが、別 文章ではそ に加え、 「日本浪曼派がまだ彼等が払拭しよ とした 「他者」 ・西洋や 「現実」に逆接的にとらわれて たのに対して、川端はそれを一切括弧 いれてしまう装置を発見 からである。 「雪国」とは、そのような装置であ 。それはいっさい現実を見ないこ 、 「鏡」のなかに映った像のみを愛 ることである。かくてどんな戦争イデオロギーとも無縁 、滅びゆく「美しい日本の像」のみが定着される」 （ 『近代日本の批評 　昭和篇 　上』 　平成三年十二月 　ベネッセコーポレーション）とし、日本の伝統的 美を定着させるための川端の独特な認識の在り様を問題にしている。
　これに対して田中実氏は、そのように「雪国」を捉える
柄谷の世界観に疑問を投げかけ、その解釈 疑義を示して次のように論難する。
　柄谷行人氏は川端文学を「他者消去の装置」と呼び、『雪国』を「いっさい現実を見ないこと、 『鏡』のなかに映った像のみを愛でることである。かくて、どんな戦争イデオロギーとも無縁で、 滅びゆく『美しい日本』の像のみが定着される。 」と指摘する。
〔中略〕
　ここには〈ことばの仕組〉に向かおうとしない読み








くろ』 」 『国語通信』夏号 　平成三年六月 　筑摩書房 　後『小説の力 　新しい作品論のために』平成八年二月 　大修館書店）
　田中氏のこの所説には、川端本人では意識し得なかった（あるいは意識していても語ることが許されなかった） 、 「川端文学」の戦争への〈加担〉という深刻な問題が横たわっている。川端自身、 あるいは同時代や旧来の川端の〈読者〉なら、 「川端は戦争と距離を置いていた」と楽観的に語ることができたかもしれない。しかし現代の「私たち」には、そうした無責任な態度 許されるはずがない。
　田中氏の指摘はとりあえず、 「ざくろ」 （昭和十八年五月）
における〈戦争〉や〈天皇制〉をめぐっての発言な だが、柄谷が拠って立つ ころの実体論的世界認識へ 批判としても有用であると考える。柄谷の発言 、自己と他者、あるいは世界と自己の関係を、どこまで 実体的なものと捉え、それを現実のレベルにおいて「一切括弧にいれてしまう装置」と位置づけてい 。これは実体論的な立場から発するものであることは言うまでもないことだろう
　前稿でもみた田中氏の第三項論から捉えれば、柄谷の認








































自分自身のとらえた客体もない ですから、言わば対象の客体の 〈本体〉 ではなく 〈影〉 にあたるものを我々読者は捉える、これが基本、 「読むこと」の出発点です。
（同「 〈原文〉と〈語り〉再考 　村上春樹『神の子どもたちはみな踊る』の深層批評」 　傍点は原文のまま）





略〕物語があって〈語り〉があるのでは全くありません。語りが記憶（物語）を想起させて叙述が行われているのです。そのため、全ての小説の言語空間は〈語り、語られる〉現象としてしか生身の読み手 前になく、 これが生かされる 「読み方」 が 「読むことの背理」と闘う〈自己倒壊〉であるとわたくしは捉えています。
（ 「 「読みの背理」 を解く三つの鍵 　テクスト、 〈原文〉の影・ 〈自己倒壊〉そして〈語り手の自己表出〉 」 　「国文学 　解釈と鑑賞」平成二〇年七月）
　先に述べた柄谷らの問題点は、 田中氏の言う「近代小説」










編著『これからの文学研究と思想の地平』 　二〇〇七年七月 　右 書院）
　田中氏が何度も強調してきたように、日本の近代文学














影響をうけ超常的な現象を描いたと言われる昭和初期の段階においても、また非現実的な空間を描き、その中で起こる反社会的・非倫理的なドラマにより、所謂〈魔界〉と言われ 世界を描出した戦後の小説世界においても、川端文学における反〈リアリズム〉の姿勢は一貫して た。自分を取り巻く現実を超えたものを如何にして捉え、それをどのように表現していくのか。川端の文体上の腐心はそこにあったのであり、それが 新感覚派〉的な文体をはじめとする、さまざまな実験的表現 込められた真 意味だったのであ 。
　本来は認識不可能なはずの外界を切り取り、言葉によっ












に述べたと同じやうなことが云へる。現実の形を、現実の限界を、安易に信頼し過ぎてゐる人から深い芸術は生れない。人間は現実界に生活するものであり、一歩進んで、人生とは現実界であると云ふ考 方は、なかなか動かし難い現実主義の芸術を形造る 、精神の低迷を招きがちな危険がある。事 また、少しく凝視すれば、現実と云ふものは底抜である。現実をより鋭く捉へる精神程、現実の相 就てより多くの懐疑に陥る。










吹く「風」 、後に「同時存在」 、さらに「パラレルワールド」と呼ばれる問題と向き合っていったのですが、それは〈近代小説〉と言うジャンル、三人称客観という文学形式がこれを要求していました。もともとこれは知覚の領域では捉えられないし、リアリズムでは成立しない、仕組みであり、 〈言語以前〉の〈向こう〉 、永劫の「沈黙」の世界からこちらに〈折り返 〉て現
世を捉える試みに踏み込んでいたのです。







　田中氏は、 私たちを取り巻く世界を、 「 〈言語以前〉の〈向

















学大学院紀要」第十九集 　二〇一五年三月）と田中氏はいう。第三項を措定して主客二元論の「リアリズム」的世界観を脱し、 「了解不能の《他者》 」と向き合うこと。そこからすべてが始まるのだ。
〔付記〕
　田中実氏は現在、日本文学協会国語教育部会の活動を機






















西 　田 　禎 　元 　　　
　　あかあかと一本の道とほりたりたまきはる我が命なりけり 　　　茂吉
一、略歴 　（学歴・教職関係）
　一九六一年四月 　　東北大学文学部に入学、二年後に国文学を専攻　一九六五年三月 　　東北大学文 部国文学科卒業（卒業論文、 『篁物語の研究』 ）　　同年 　　四月 　　東北大学 院文学研究科（国文学専攻）修士課程進学　　同年 　九月 　　三島学園女子高等 校非常勤講師　　同年 　十 月 　　宮城県農業短期 付属高等学校非常勤講師　一九六六 四月 　古川商業高等学校非常勤講師
一九六七年三月 　　東北大学大学院文学研究科（国文学専攻）修士課程修了（修士学位論文、 『和泉式部日記の世界』 ） 、
文学修士
　　同年 　四月 　弘前学院短期大学に就任（国文科専任講師）　一九七〇 四月 　　国立 病 付属高等看護 院非常勤講師（ 「国文学」担当）　一九七一年三月 　　弘前学院短期大学を退任
―.14.―
日本語日本文学　第26号　平成28年3月
　　同年 　　四月 　　創価大学に就任（文学部専任講師、翌年 　助教授、十二年後 　教授）　一九七五 四月 　　通信教育部開設（ 「 」担当、後に「人文Ⅱ」追加担当）　一九八 年四月 　　共立女子大学文芸学部非常勤講師　一九九〇年四月 　日本語日本文学科開設、学科コーディネーターを務める　二〇〇二年九月 　遼寧大学外国語学院客員教授
二、学友会・同人誌活動
一九六七年四月 　　弘前学院短期大学学友会団体「文芸部」 （機関誌『ゆきまろげ』 ）の顧問を務め、機関誌に寄稿すると
ともに、文学ゆかりの地（盛岡・花巻）に研修旅行
一九七二年以降 　　創価大学学友会団体「万葉会」 （機関誌『明日香』 ） ・ 「民話研究会」 （機関誌『ひじろ』 ） ・ 「王朝文学研究会」





七六年 　　　　「文学と宗教Ⅰ」七九年 　　 「文学と宗教Ⅱ 　～『源氏物語』を中心に～」
―.15.―
学びと教えの道　―文学活動五十余年の歩み―








八九年 　　　　「歴史と文学Ⅴ ～説話文学の持経者たち 」九〇年 　　 「昭和の大衆 化 　～歌と映画と文学と～」九一年 　　 「歴史と文学Ⅵ ～『源氏物語』の旅（唐土）～」九二年 　　 「昭和の歌ことば」九五年 　　 「歴史と文学Ⅶ ～かぐや姫の子孫たち～」九六年 　　 「 『源氏物語』を彩る女君たち①」九七年 　　 「 『源氏物語』を彩る女君たち②」九八年 　　 「 『源氏物語』を彩る女君たち③」九九年 　　 「歴史と文学の旅 　～日本と中国 」
―.16.―
日本語日本文学　第26号　平成28年3月
〇〇年 　　　　「 『源氏物語』と法華経」〇二年 　　 「歴史と文学のヒロインたち〇三年 　　 「世界好敵手物語（１） 　～両雄並び立つ？～」〇五年 　　 「世界好敵手物語（２） 　～平安・鎌倉編～」〇六年 　　 「古今 　女性は輝いていた」〇七年 　　 「母の歌 ～『万葉集』から現代詩歌まで～〇九年 　　 「中国：歴史と文学の旅」一二年 　　 「中国故事物語 ～人生 知恵・教訓をめぐって～」一四年 　　 「韓国歴史ドラマの主人公たち」一五年 　　 「創大文学四十五 ～教えと学びの歳月～」
四、市民講座










かわり（ 《文学思想としての宗教》 ・ 《宗教文学》 ・ 《信仰者が文学創作することの意味》など）について研鑽。当初は月例の研究発表会の形態であったが、 二年目から一般会員の増加により、 公開講座（会場：代々木上原、東洋哲学研究所） になる。開設当時の年間テーマと、その後の担当講座のテーマ等を以下に示すことにする。
八一年（年間テーマ） 　日本文学と仏教八二年 　　　　　　　　文学と女性
　　　　　　（講座） 「与謝野晶子 　～その文学と生涯～」
















詩歌文学研究の対象として 『万葉集』 を欠かすわけにはいきません。大学のサークル （ 「万葉会」 ）で拾い読みしていた歌の中から、解釈の面で意見が定まっていないものを幾つか取り出してみたいと思 ます。
　　　　　　（講座）一月・ 「斎藤茂吉」





九三年四月 　　　　「源氏物語と中国古典」九四年六月 　　 「樋口一葉女史」
　　　十二月 　　　「近代詩歌にかおる百合の花」




九九年五月 　　　　「わが思春期の『君の名は』 」〇〇年六月 　　 「唐土遊覧記」〇一年一月 　　 「日記文学の旅」
　　　九月 　　 「リンゴの歌」







　　　六月 　　 「中国・日本文学の旅 ～近代編～」 （文学座談会）








　　　十二月 　 「万葉の世界」 （シンポジウム）
一一年四月 　　　　「和漢の古典に学ぶ人生の知恵・教訓」
　　　十二月 　 「文学・歴史の主人公」 （シンポジウム）
一二年四月 　　　　「 『星落秋風五丈原』の世界」
　　　十二月 　 「 『古事記』一三〇〇年」 （シンポジウム）
一三年十二月 　　　「中国四大美人の運命」一四年一月 　　　 「与謝野晶子」 （シンポジウム）
　　　三月 　「源氏物語」 （シンポジウム）　　十二月 　 「軍師と大将軍の運命」
一五年四月 　　　　「私の文学創作」
六、在外研究・特別研究






一九九三年九月～ 　　中国の復旦大学において、三箇月間の在外研究（テーマ、 「近代における日中文学交流の状況」 ）に
従事。訪問先の研究機関と、新たな対談・懇談者を以下に示す。
　復旦大学（郁大初・黄霖・徐静波・楊立強・楊木全・李賢平の各氏）　上海教育 高克氏）　上海外国語大学（陳生保　北京大学（彭家声・張光珮・武振江 牛大勇 孫成有 劉金才の各氏）　大連外国語大学（羅興典氏）　東北師範大学（林忠鵬氏）　蘇州大学（徐菊秀氏）　南京師範 郭常義　郁達夫研究会（郁嘉玲氏） 、対談のテーマ「郁達夫と故郷」　中国作家協会（薛家柱氏） 、対談のテーマ「 達夫と王映霞」　郁達夫研究会（郁嘉玲氏） 、対談のテーマ「祖父のこと」　郭抹若の子息（郭博氏） 、対談のテーマ「郭沫若と家庭」
―.22.―
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　　同年 　同月 　　　「源氏物語の世界」 　（中国東北地区日本文学学術会議、吉林省安図県）
一九九七年九月 　　　「日本文学に描かれた中国の女性」 　（延辺大学 　女性研究センター）一九九八年八月 　　 「源氏物語と古代中国女性」 　（遼寧大学外国語学院）二〇〇一年六月 　　 「源氏物語の世界」 　（武漢大学）二〇〇二年九月 　　 「 『 』と〈長恨歌〉 」 　（南京師範大学）







一九九四年十二月 　　「 『竹取物語』と『斑竹姑娘』 」 　（創価大学アジア研究所）一九九六年八月 　　　「 『源氏物語』と中国列女伝」 　（中国比較文学会国際学術検討会）二〇〇〇年八月 　　 「 『源氏物語』と仏教」 　（東北師範大学・創価大 　共同シンポジウム、基調講演）
　同年 　　九月 　　　「日本文学・日中比較文学研究の状況」 　（北京大学日本研究センター）






二〇一四年八月 　　　「漢字と仮名をめぐって」 （日中言 ・文化研究 際学術共同シンポジウム、パネリスト報告、南
京大学）















二〇〇〇年七月 　　 『日本文学と「法華経」 』 　（論創社）二〇〇六年四月 　　 『文学』 （創価大学通信教育部）
　　〔研究論文〕

















一九七一年 月 　　 『和泉式部日記』 「憂し」の世界 　（ 『東洋 術研究 九 三
　同年 　　三月 　　　『和泉式部日記』の美 　（ 『弘前学院短期大学紀要』第七号）
一九七三年三月 　　　和泉式部についての一試論 　（ 『文学部 集』第二巻第二号）一九七六年四月 　　 『 日記』の方法 　（ 『創価大 創立五周年記念論文集』 ）一九九四年十月 　　 『和泉式部日記』論 　
―
「女」の宮邸入りをめぐって
― 　（ 『平安日記文学の研究』 〈和泉書院〉所収）








※本論文参照：伊藤博氏 『蜻蛉日記研究序説』 （笠間書院） 一九六頁、 「美濃の国」 での記事には、「足柄山」での事件がふまえられている。 「墨俣の渡り」の時点で、 「足柄山」の事件が回想されている。このような更級日記の回想表現については、西田禎元氏は「二重回想」と呼ばれて、更級日記にみられる二十八例についてそれぞれ検討しておられる。
　　同書二一二頁、






― 　（ 『創価大学開学記念論文集』 ）









一九七六年十一月 　 『更級日記』の精神 　（ 『日本文芸論叢』 〈笠間書院〉所収）一九七 年一月 　　　『源氏物語』と 　（ 文芸研究 第九十集）一九八三年三月 　　 『更級日記』における〈おもしろし〉と〈をかし〉 　（ 『言語文化研究』創刊号）一九九〇年十一月 　 『更級日記』の構成 　（ 『女流日記文学講座』第四巻〈勉誠社〉所収）一九九四年 月 　　　『更級日記』 のかたち
―
先行文芸とのかかわりをめぐって
― 　（ 『日本文芸の潮流』 〈おうふう〉 所収）








一九八〇年十一月 　 『源氏物語』における罪 （ 東洋学術研究 第十九巻第二号）一九八三年五月 　　　『源氏物語』における出家 （ 『東洋学術研究 第二 二 一二〇〇一年 月 　　 『源氏物語』挽歌考〈上〉 　（ 日本語日本文学』 十一号）
　同年 　同月 　　　　『源氏物語』挽歌考〈下〉 　（ 『創大アジア研究』第二十二号）






















二〇〇六年三月 　　 『源氏物語』 の構造 　
― 〈紫のゆかり〉 物語の贈答歌をめぐって （上）
― 　（ 『日本語日本文学』 第十六号）
二〇〇七年三月 　　 『源氏物語』 の構造 　
― 〈紫のゆかり〉 物語の贈答歌をめぐって （下）
― 　（ 『日本語日本文学』 第十七号）
一九八六年三月 　　 『源氏物語』ヒロイン 呼称 （ 『言語文化研究』第六号）二〇 〇年三月 　　 『伊勢 十二番女合 考〈上〉 　（ 『日本語日本文学』第二十号）二〇一一年三月 　　 『伊勢源氏十二番女合 考〈下〉 　（ 『日本 日本文学 二十一号）一九九 年十一月 　 『源氏物語』と中国の 人たち 　（ 『創価大学創立二十周年記念論文集』一九九一年三月 　　　『源氏物語』における中国の美人たち 　（ 『創 アジア研究』第十二号）
　同年 　同月 　　　　「桐壺」の巻における『長恨歌』離れ 　（ 『日本 日本文学』創刊号）






二〇〇九年三月 　　　『源氏物語』専念記 　（ 日本語日本文学』第十九号）
　　　　　　　　　　　　※本論文では、主として以下の四点について述べた。　　 ①『河海抄』巻第一「料簡」 注記 おける〈昭宣公〉は〈清慎公〉であること。　　 　　　　　　　　 　②『史記』 「呂不韋列伝 における密通相手の 夏太后 帝太后　　 　 ③『花鳥余情』 「作意」の注記における〈宇治大納言物語〉は 世継 〉であり、 〈無名抄〉
は〈無名草子〉であること。
















一九九八年三月 　　 『無名草子』における『源氏物語』 論 　
― 「あさましきこと」 をめぐって
― （ 『日本語日本文学』 第八号）
二〇〇八年三月 　　 『源氏物語』 と上田秋成 　
― 「秋山記」 の 『源氏物語』 批評をめぐって
― 　（ 『日本語日本文学』 第十八号）








一九七二年七月 　　 『今昔物語集』の仏教思想〈上〉 　（ 『東洋学術研究 第十一巻第二号）
　同年 　十一月 　　　『今昔物語集』の仏教思想〈下〉 　（ 『東洋学術研究』第十一巻第三号）








一九九三年三月 　　 『唐物語』の女人群像 創大アジア研究』第十四号）一九九七年 月 　　 『十訓抄』の中国故事〈上〉 （ 『創大 ジア研究』第十八号）一九九八年三月 　　 『十訓抄』の中国故事〈中〉 九一九九 年三月 　　 『十訓抄』の中国故事〈下〉 （ 『創大アジア 第二十号）一九八五年三月 　　子規の句「麦蒔や」 鑑賞 　（ 解釈』第 十一巻第三号）
　　　　　　　　　　　　※本論文では、 「麦蒔や」 の句について 解説・鑑賞文における記述を以下のように正した。 　〈季
語は麦蒔き〉を〈季語は麦蒔〉 、 〈十月二十九日〉を〈十二月七日〉 、 〈日光〉を〈高尾〉 、 〈三十一日に帰京〉を〈八日に帰宅〉 、以下 　修正の詳細については、本論文で述べたとおりである。
―.30.―
日本語日本文学　第26号　平成28年3月
一九八五年四月 　　　『少将滋幹の母』論 　（ 『創価大学創立十五周年記念論文集』 ）一九九二年三月 　　谷崎潤一郎と中国 　（ 『創大アジア研究』第 三号）一九九三年三月 　　 『少将滋幹の母』の世界 　（ 『日本語日本文学』第三号）一九九四年 月 　　谷崎潤一郎の中国再訪 　（ 『創大アジア研究』第十五号）一九九六年三月 　　芥川龍之介と上海 　（ 『創大アジア研究』第十七号）二〇〇二年三月 　　満州における日本文学の状況 　（ 『創大アジ 研究』第二十三号）二〇〇三年三月 　　日中文学往来 　（ 『創大アジア研究』第二十四号）一九六八年四月 　　文芸の意義と課題 東洋学術研究』第六巻第十一九七一年一月 　　庶民 学と貴族文学 （ 『アジア文化 第七巻第三号）
十、研究ノート・辞（事）典など
一九七〇年六月 　　　禁じられた恋 　（ 『たてごと』所収）一九八〇年六月 　　 『篁物語〈甲本〉 』 ・ 『小野篁集』翻刻 　（ 創価文学 十四号）一九九一年五月 　　源語余滴 　㈠ 　（ 『創価 』第四十一号）
　同年 　十一月 　　　源語余滴 　㈡ 　（ 『創価文学』第四十二号）
一九九二年五月 　　　源語余滴 ㈢ （ 『創価文学 第四十三号）
　同年 　十一月 　　　源語余滴 　㈣ 　（ 『創価文学』第四十四号）
一九九九年九月 　　　「土佐日記・蜻蛉日記・和泉式部日記・紫式部日記・更級日記・讃岐典侍日記・成尋阿闍梨母集」 　
（ 『古典文学鑑賞辞典』 〈東京堂出版〉 ）
二〇〇六年十一月 　　『更級日記』の中の『 氏物語』 （ 『人物で読む源氏物語「浮舟」 』 〈勉誠出版〉所収）
―.31.―
学びと教えの道　―文学活動五十余年の歩み―
二〇一四年三月 　　　高句麗の建国説話 　（ 『日本語日本文学』第二十四号）
十一、特別講義・集中講義・懇話会・座談会など




　同年 　　同月 　　　日本語・日本文学の研究と教育の現状 　（座談会、復旦大学）
一九九四年八月 　　　日中比較文学〈Ⅰ〉 　（集中講義、北京外国語大学国際交流学院）一九九六年十二月 　日中比較文学〈Ⅱ〉 　（集中講義、北京外国語大学国際交流学院）一九九七年九月 　　　日本文学史 （特別講義、延辺大学）一九九八年八月 　　日本古典 遼寧
　同年 　十二月 　　　源氏物語と与謝野晶子 　（懇話会、八王子市公民館）
二〇〇一年五月～ 月 　日本の古典文学と近代 （特別講義、遼寧大学外 語学院）二〇〇二年七月 　　　『更級日記』のことなど （懇話会、創価大学）
　同年 　　九月 　 　日本文学史〈Ⅰ〉 　（特別講義、遼寧大学外国語学院）
二〇〇五年七月 　　　創価大学における文学 （懇話会、創価大学）二〇〇六年九月 　　日本文学をめぐって （座談会、福建師範大 ）
　同年 　　同月 　 日本文学史 　（特別講義、南京師範大学）
二〇〇七年八月 　　　『源氏物語』をめぐって （座談会、北京科学技術大学）





二〇一三年七月 　　中国と私 （懇話会、遼寧 外国語学院）
―.32.―
日本語日本文学　第26号　平成28年3月
　同年 　十二月 　　　懐かしき文学の日々 　（懇話会、創価大学）十二、むすび
























ゼミの研修旅行で訪韓した二月二十二日の午後に、板門店にある「南北休戦会談所」 北〉に入国（？）し、そしてすぐに〈南〉に戻った。 〈中略〉無言に近い撮影の中で 私は六年前の境界侵犯（？）を思い出していた。二〇〇一
―.34.―
日本語日本文学　第26号　平成28年3月
年の夏、遼寧大学外国語学院のＣ教授の案内で、日本人三人（筆者・カミさん・カミさんの姪）は、中朝国境を流れる鴨緑江 遊覧船上にいた。五星紅旗を掲げた船は、多くの中国 と少数の外国人を乗せたまま、 「丹東」の対岸にある「新義州」 （北朝鮮）の河岸近くまで航行する。 〈中略〉私の中朝国境体験の最初は、一九九三年の八月で、国境の山「長白山（白頭山） 」と国境の川「図們江（豆満江） 」であった。国境の山頂には、 蔵王の〈お釜〉を数倍大きくした〈天池〉と呼ばれる湖がある。 〈中略〉 の対岸を貨物列車が通った。その列車に向かって、私たちに同行していた韓国の人たちが、何か大声で叫んでいる。泣いている人もいた。どうやら同胞としての感情が、叫ばせたのであろう。それは、 〈母親〉を呼ぶ声に似ていた。













〔学 　会〕三月二十日 　創価大学「日本語日本文学」第二十五号 　発行




十一月十三日 　年次大会 　十五時～ 　中央教育棟ＡＷ
三〇二教室
十二月四日 　懇話会 十六時四十 分 育棟ＡＷ
一一一五教室 　「世界における日本文学の評価について―
ノーベル文学賞をめぐって」山中正樹教授
〔会 　員〕 　◇西田禎元教授◇一月～十二月 　古典文学講座「 『平家物語』の世界」 （八王
子市公民館）










































































の一） 「骸骨ビルの庭」を読む」 （ 《文学と宗教》研究会）
三月三十一日 　書評論文「久保進『言語行為と調整理論』 」









十二月一日 　「配慮表現の日中対照と日本語教育」 （ 『異文
化理解と日本語教育』趙華敏編、高等教育出版社、共著者・李奇楠北京大学副教授）
十二月五日 　「慣習化されたポライトネスとして 配慮表






























届漢日対比語言学会 （中日対照 ） および座長。 （上海外国語大学）





ワークショップ「日本語・韓国語・トルコ語の〈事態把握〉と 『ナル表現』 」 日本認知言語学会全国大会 （同志社大学）
十月九日～十三日 　集中講義（全八回：大連海事大学）十一月二十八日 　講演 「俵万智
. 『あなたと読む恋の歌百首』
を読む」 《文学と宗教》研究会（創価大学） 　
◇山中正樹教授◇二月二十八日 　講演 「川端康成 「雪国」 の特徴について」 （ 《文
学と宗教》研究会 　創価大学）




































八月十日 　「日本文学」第六十四巻第八号の編集にあたる。八月二十九 シンポジウム司会「 新心理主義文学」再
考
―




























































































































































恩田 　光子 　　謝罪表現の拡張について大高 　美紀 　　言語の意味の拡張について
.
　　　　　　　　～「やばい」を中心に～




























田中 　晴子 　　美味しそうな表現について柏木 　本徳 　　何故、関西出身の関西弁話者はエセ関西弁
に違和感を覚えるのか






























































































































































































店 員：「あ、そうみたいですね。でも 3 号のパンツは品切れなんですよ。
スカートだったら3号がありますけど……。よろしかったらスカー
トを試してみられませんか。」　　　　　　　　　　　　  （＝ (23)）
　以上の機能分類は、神尾（990: 234）の「丁寧さ（Politeness）」の原則と、黄
自らが新たに加えた原則と関連づけて行われている。以下の ( ⅰ ) ( ⅱ ) が神尾に
よるもの、( ⅲ ) が黄によるものである。
( ⅰ ) 話し手は自己のなわ張り外に持っている情報をあたかも自己のなわ張り
内に持っているかの様に表現してはならない
( ⅱ ) 話し手は聞き手がそのなわ張り内に持っている情報をあたかも自己のな
わ張り内に持っているかの様に表現してはならない













































































　ここで生じる疑問として、(2) ～ (5) における「ダロウ」に、果たして「主張抑制」
「断定回避」のニュアンスが本当にあるのかということである。この点を、(4) (5)
から「だろう」を取り除いた (6)(7) を用い、(4)(5) との相違を観察してみよう。
(6)　君はもっと努力すべきだ。
(7)　今回の作戦は失敗だったと言える。
　これはあくまでも個人的な印象に留まるが、(4) (5) が (6) (7) よりも「控えめ
な主張」を表しているようには、筆者には感じられない。また、「だろう」を丁
寧体の「でしょう」に変えた、次の (4’) (5’) でも、婉曲的なニュアンスは弱く、
むしろ上から目線の尊大な態度が感じられる。一方、「だろう」の代わりに、「か


















前接する述語の形態や意味的特徴に基づき次のⅰ ) ～ⅳ ) に分類し、それぞれに
おける「でしょう」のニュアンスや用法の特徴を観察することにしたい。
　ⅰ ) 主観的評価・判断の表現に後続する場合（4.）
　ⅱ ) 未来に生起する事態に後続する場合 (4.2)
　ⅲ ) タ形述語に後続する場合（4.3）
















































































































































































































































(4)　あたし、ちょっと眠たい｛? かも／ ? みたい／＊でしょう｝





























































































































































































































宮崎（2005） 蓮沼（995） 三宅（996） ダロウ デハナイカⅠ類
デハナイ
カⅡ類
聞き手依存型 推量確認 命題確認の要求 ○ × ○
聞き手誘導型 共通認識の喚起認識形成の要請 知識確認の要求 ○ ○ ×
9）庵（2009）は、自然談話で使用された「でしょう」の使用実態を調査している。それに
よると、推量用法としての使用は、506 例中の 94 例（約 9％）で、そのうち終助詞な
どを伴わない言い切り形の例はわずか 5 例（約 ％）である。一方、確認用法での使用















宮崎（2005） 蓮沼（995） ダロウ デハナイカ ノデハナイカ、ネ
聞き手依存型 推量確認 ○ ×
考察対象外




































































Leggett, A.J.（966）Notes on Writing of Scientific English for Japanese 























































































　百留・百留 202 によると、「ナル」は万葉集 (7c 後半～ 8c 後半 ) ではモノを主
体とした使用 ( 60% )、その 3 分の 2 が〈モノが出来する〉〈モノがモノに変化す
る〉という例で、平安時代の八代集ではモノを主体とした「ナル」が減少し (40％ )、
古事記 ( 68 開始 , 72 撰上 ) では神やモノを主体、その出来や獣などへの変化を
示す例が殆ど ( 92％ ) であり、源氏物語 ( c 前後 ) では人やその一部を主体とし、


















外に④ ( そのことが自然に生じる意から ) 高貴の人の行為を表す敬意表現がある
とする。
3.『古事記』に見られる「ナル」














































































































































































































































































































































































































































































































































































































は“Gelecek ay çocuğum olacağım.（来月私の子どもが生まれる：ナル－未来形語












――――（2008）「『する』と『なる』の言語学』を振り返って」『国文学 : 解釈と鑑賞』 
73() pp.88-92
――――・守屋三千代・テキメン・アイシェヌール（200）「ナル表現」再考－膠着語にお


































































三郎（928）、時枝誠記（950）を見ると、松下（928）には「名詞 + と + して」、

























　　a. 語順交替　？「被害は総額  億円」と検察はした。
　　b. 受動文　＊「被害は総額  億円」と検察にされた。
　　c. 強調文　＊検察がとしたのは「被害は総額  億円」だ。
































































































































































































































































































　　イ . 検察は被害が総額  億円だとした。（引用）
　　ウ . 検察は被害が総額  億円とした。（．引用）（2．同定）
　　エ . 検察は被害を総額  億円だとした。（引用 > 同定）







は「A が B を C とした」の文構造となり、「被害」「総額  億円」の各要素は「検察」
という主格と一つの文をなす要素とみるため、引用の意味が生じにくいというこ







　　ウ ．検察は　「被害が総額  億円」と　した。（引用）
　　ウ 2．検察は　被害が　総額  億円と　した。（同定）
































































































































































































































　自己の構築主義の基本的な視点を、Ｖ・バーは、() 反本質主義や (2) 反リアリ
ズム、(3) 知識の歴史的、社会的特殊性の強調、(4) 思考の前提条件としての言語 (5)
社会的行為の形式としての言語という考え方、(6) 相互行為、及び (7) その過程性




　同じような考えは、ガーゲン (2004) などにも見られる。ガーゲン (2004：22)
は「私が何者かということや、私の振る舞いの性質は、関係の中で話し合わ
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て少ない（アカデミック・ジャパニーズ研究会 2002、佐渡島他 2008、友松 2008、








































































～ 400 字、600 ～ 800 字というように増やしていく。字数の範囲は固定されてい
るわけではなく、学習者のレベル、指導期間、指導目標などの諸条件を考慮して
決められる。また、各 Level の指導内容は、《構造》→《配列》→《接続》とい







に応じて決定する。このように「字数＝  つの Level ＝ 3 つの Step ＝同一の構
造タイプ」が基本単位となっており、それらが積み上がって指導モデルの全体を
形成する。表 2 は以上の考え方を具体化したもので、段階的文章指導モデルを説





















































































5. 段階的指導モデルにおける各 Step の具体的内容
































ており、2048 年には、日本の総人口が  億を下回ると予測されている。(F)
(2-3) 何が少子化を進行させているのか。(O)
(2-4) 主な原因は 2 つある。(A)
(2-5) ひとつは、「晩婚化・未婚化」である。(O)










(2-) 内閣府（203）によると、30 代の日本人の年収が、997 年には 500 万
円から 699 万円の雇用者の割合が最も多かったが、2007 年には 300 万
円台の雇用者が最も多くなっている。(F)



































図 1. 【文章例 1】【文章例 2】における構造タイプのロジックツリー 
  









































(4-2) 主な原因は 2 つある。(A)











(4-8) 内閣府（203）によると、30 代の日本人の年収が、997 年には 500 か
ら 699 万円の雇用者の割合が最も多かったが、2007 年には 300 万円台の
雇用者が最も多くなっている。(F)
(4-9) このように少子化にはいくつかの原因が考えられるのである。(O)












(5-2) 主な原因は 2 つある。(A)
(5-3) ひとつは、「晩婚化・未婚化」である。(O)























































































並べていく必要がある。例えば、【文章例 6】は (6-3) を削除したものだが、その場合、











　上記の文連続は、(6-4) から (6-7) の流れだけをみれば文章としてのまとまりが
あるように見える。しかし、(6-2) とのつながりを考えると、問題提起文からいき
なり入院患者の話になるため、(6-4) から (6-7) のどれが接続しても不自然になる。




































































































(0-5) 例えば、人口動態統計調査によると、995 年と 2005 年の出生数において、
東京は 9 万 6823 人から 9 万 6542 人とほぼ横ばい状態である。【事実記述】































) 山本（204）は、言語指導の段階として下記の 3 つを挙げている。なお、これ
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